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Ｊ
Ｒ
東
海
が
鳥
飼
車
両
基

地
で
井
戸
掘
削
を
強
行
し
た

こ
と
は
、
摂
津
市
と
締
結
し

て
い
る
環
境
保
全
協
定
に
違

反
す
る
と
し
て
、
市
が
Ｊ
Ｒ

東
海
に
工
事
の
中
止
を
求
め

た
訴
訟
で
、
９
月
２
日
、
大

阪
地
裁
は
市
の
請
求
を
棄

却
。
こ
の
判
決
を
不
服
と
し

て
市
は
12
日
、
大
阪
高
裁
に

控
訴
し
ま
し
た
。

　
同
基
地
は
昭
和
39
年
の
開

設
当
時
か
ら
地
下
水
く
み
上

げ
を
行
い
、
周
辺
地
域
で
は

地
盤
沈
下
が
発
生
し
ま
し

た
。
市
は
昭
和
52
年
に
「
地

下
水
を
く
み
上
げ
な
い
」
と

す
る
同
協
定
を
Ｊ
Ｒ
東
海

（
当
時
は
国
鉄
）
と
締
結
。

し
か
し
、
平
成
26
年
６
月
、

Ｊ
Ｒ
東
海
が
基
地
全
体
の
わ

ず
か
３
％
に
す
ぎ
な
い
茨
木

市
域
で
井
戸
掘
削
を
計
画
し

て
い
る
こ
と
が
発
覚
し
ま
し

た
。
以
降
、
市
の
再
三
の
抗

議
を
無
視
し
て
Ｊ
Ｒ
東
海
は

工
事
を
強
行
し
、
井
戸
を
完

成
さ
せ
、
市
に
使
用
を
求
め

て
き
ま
し
た
。

争
点
は
「
協
定
」
の
適
用

　
訴
訟
で
は
、
協
定
の
効
力

が
基
地
全
体
に
及
ぶ
か
が
争

点
で
し
た
が
、「
協
定
の
適
用

範
囲
は
摂
津
市
域
に
限
ら
れ

る
」
と
し
て
、
茨
木
市
域
で

の
井
戸
掘
削
を

認
め
る
判
断
が

下
さ
れ
ま
し
た
。

　
判
決
は
、
過

去
に
基
地
周
辺

で
大
規
模
な
地

盤
沈
下
が
発
生

し
た
事
実
を
考

慮
せ
ず
、
地
下

水
く
み
上
げ
に

よ
っ
て
地
盤
沈

下
が
再
発
す
る

危
険
性
に
つ
い

新幹線基地訴訟、控訴審へ
第一審判決は摂津市の請求を棄却

断固たる
決意で行

動

て
何
ら
判
断
を
示
さ
な
い
ま

ま
、
く
み
上
げ
再
開
を
容
認

し
て
お
り
、
住
民
の
不
安
感

に
対
し
て
何
の
回
答
も
示
し

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
協
定

が
地
下
水
を
く
み
上
げ
さ
せ

な
い
法
的
拘
束
力
は
な
い
と

の
見
解
は
、「
約
束
は
守
ら

れ
る
も
の
」
と
い
う
当
然
の

出
発
点
を
見
過
ご
し
、
摂
津

市
域
に
お
い
て
も
事
業
者
は

協
定
を
守
る
義
務
は
な
い
と

す
る
も
の
で
、
極
め
て
不
当

な
判
決
で
す
。

住
民
か
ら
も
怒
り
の
声

　
住
民
か
ら
も
怒
り
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。
自
治
連

公
害
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た

沿
線
住
民
の
声
を
無
視
し
、

地
下
水
く
み
上
げ
の
再
開
を

認
め
る
不
当
な
判
決
だ
。
先

人
の
苦
労
が
水
の
泡
に
な
り
、

い
つ
地
盤
沈
下
が
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
不
安
な
状
態
で

暮
ら
す
こ
と
に
な
る
」
と
怒

り
を
あ
ら
わ
に
し
ま
し
た
。

　
地
盤
沈
下
は
一
度
発
生
す

れ
ば
元
に
戻
り
ま
せ
ん
。
市

と
し
て
は
、
絶
対
に
地
盤
沈

下
し
な
い
保
証
が
な
い
限

り
、
井
戸
の
使
用
は
到
底
認

め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
断
固
た
る
決
意
で

行
動
し
て
い
き
ま
す
。

合
会
で
は
平
成
27
年
４
月
の

総
会
で
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
し

計
画
の
中
止
を
求
め
る
決
議

文
を
承
認
。
３
万
５
千
を
超

え
る
反
対
署
名
を
Ｊ
Ｒ
東
海

に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
鳥
飼
地
区
自
治
連
合
会
の

三
宅
利
昭
会
長
は
、「
新
幹
線

昭和 39 年〜 47 年
　鳥飼車両基地の隣接地域で地盤沈
下を観測
昭和 52 年
９月　国鉄ほか市内 75 社と環境保全
　　　協定を締結
平成 26 年
６月　ＪＲ東海の井戸掘削計画が発覚
７月　市長からＪＲ東海に協定遵守
　　　の要請書を提出
９月　▽市長からＪＲ東海に通告書
　　　を郵送▽大阪地裁に工事等仮
　　　処分命令申立書を提出▽ＪＲ
　　　東海が工事強行（30 日）
11 月　大阪地裁に訴状を提出（14 日）
平成 27 年
１月　大阪地裁で裁判開始（30 日）
５月　ＪＲ東海の揚水試験の実施が判
　　　明（22 日）
平成 28 年
９月　▽大阪地裁が市の請求を棄却
　　　する判決（２日）▽市が大阪
　　　高裁に控訴（12 日）

◀
自
治
連
合
会
が
Ｊ
Ｒ
東

海
に
提
出
し
た
反
対
署
名

▲ＪＲ東海が「協定の適用外」と主張
する井戸掘削現場

井戸の掘削地安威
川

新幹
線鳥
飼車
両基
地

新幹
線鳥
飼車
両基
地

安威
川

大
正
川

茨
木
市

摂
津
市

摂
津
市

モ
ノ
レ
ー
ル

今回の判決までの経緯

㈱コノミヤと
災害時における支援物資の供給協定

　
９
月
８
日
、
市
は
㈱
コ
ノ

ミ
ヤ
（
大
阪
市
鶴
見
区
）
と

災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
供

給
等
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
同
社
は
、
関
西

を
中
心
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
展
開
し
て
お
り
、

市
内
で
は
２
店
舗
営
業
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
協
定
は
、災
害
時
に
、

同
社
が
保
有
し
て
い
る
商
品

を
市
が
供
給
要
請
す
る
こ
と

が
で
き
、
同
社
は
可
能
な
限

り
応
じ
る
と
い
う
も
の
。

　
協
定
書
に
調
印
し
た
同
社

代
表
取
締
役
社
長
の
芋
縄
隆

史
氏
は
、「
災
害
時
に
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
へ
の
恩
返

し
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
全

力
で
行
動
し
た
い
」
と
話

し
、
森
山
一
正
市
長
は
、

「
災
害
対
策
は
、
地
域
の

協
力
が
不
可
欠
。
市
民

の
日
常
生
活
に
密
着
し

た
事
業
者
と
協
力
関
係

を
持
て
る
こ
と
は
非
常

に
心
強
く
あ
り
が
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地域の事業者と
防災協定

　
任
期
満
了
に
伴
う
摂
津
市

長
選
挙
の
投
票
が
９
月
18
日

に
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結

果
、
現
職
の
森
山
一
正
氏

（
72
歳
）
が
当
選
し
ま
し
た
。

摂津市長選挙
森山一正氏が当選

開
票
結
果

当　
森
山
一
正　

１
万
４
千
４
７
１
票

　
　
大
澤
千
恵
子

　
　
　
４
千
７
４
４
票

   　
清
水
信
行

　
　
　
３
千
５
０
６
票

※
当
日
有
権
者
数

６
万
９
千
６
５
５
人

投
票
率　
32
・
88
％

現職の森山氏が当選
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